
景観チェックリスト【ゾーン別配慮指針～さとの景観ゾーン～】 

 

 

評価欄： ◎十分配慮した ○配慮した －該当なし 
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景観形成の方針 配慮指針 評価 配慮したポイント 

農の風景や地形の起伏を大

切にした、豊かさを感じさ

せる田園景観の保全を図る 

周辺の景観と調和するよう、土

地の大きな改変を避ける。 

  

建築物や工作物、屋外広告物等

は低層を基本としたスカイライ

ンを形成するとともに、周辺と

調和する形態意匠、素材を工夫

する。 

  

さとの景観ゾーンの参考色を踏

まえた色彩を使用する。 

  

自然環境や生態系への影響に配

慮し、過度な光の使用や、夜空

や農地、山林などに向けた照明

の設置は控える。 

  

緑や水辺の景観を保全・活

用する 

農地、斜面林や池沼などの景観

の保全・活用に努める。 

  

屋敷林などの緑の保全や生垣緑

化などに努める。 

  

歴史を感じさせる景観を保

全・活用する 

街道や社寺、特別史跡加曽利貝

塚などの地域の歴史を伝える景

観資源の保全・活用に努める。 

  


